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２
月
１１
日
、
早
朝
７
時
３０
分

か
ら
ト
ヨ
タ
本
社
、
元
町
工
場

で
の
宣
伝
行
動
、
１０
時
３０
分
か

ら
豊
田
市
・
山
之
手
公
園
で
０５

春
闘
決
起
集
会
、
地
域
へ
の
宣

伝
、関
連
企
業
へ
の
申
し
入
れ
、

夕
方
に
は
高
岡
工
場
、
堤
工
場

で
宣
伝
行
動
な
ど
ト
ヨ
タ
の
社

会
的
責
任
を
追
及
す
る
行
動
に

終
日
取
り
組
み
ま
し
た
。
全
労

連
も
実
行
委
員
会
に
参

加
し
、
全
国
的
な
規
模

で
取
り
組
ま
れ
、
決
起

集
会
に
は
、
全
国
１７
都

府
県
か
ら
１
５
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
の
罪
状
を

次
々
に
告
発

前
日
の
２
月
１０
日
、
ト
ヨ
タ

シ
ン
ポ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
�
が
、
労
働

会
館
東
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
１
３
０
人
が
参

加
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
吉
良
愛
労

連
事
務
局
長
代
行
は
、「
ト
ヨ

タ
の
３
年
連
続
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

ゼ
ロ
が
全
国
の
企
業
の
賃
金
抑

制
の
大
本
に
な
っ
て
い
る
」
と

実
態
を
紹
介
。
全
労
連
岩
田
事

務
局
次
長
は
、「
企
業
の
社
会

的
責
任
を
問
う
こ
と
は
い
ま
や

国
際
的
な
流
れ
に
な
っ
て
い

る
」
と
指
摘
し
、
ト
ヨ
タ
が
そ

の
流
れ
に
い
か
に
反
し
て
い
る

か
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
汚
染
責
任
で

ト
ヨ
タ
を
訴
え
る
東
京
大
気
汚

染
裁
判
原
告
団
の
西
村
弁
護
士

は
、「
ト
ヨ
タ
社
の
加
害
責
任

は
明
ら
か
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
し

な
け
れ
ば
、
公
害
被
害
は
防
げ

た
」と
ト
ヨ
タ
の
責
任
を
追
及
。

ト
ヨ
タ
で
３０
年
以
上
働
い
て
き

た
八
ヶ
代
氏
は
、「
過
労
で
在

職
死
亡
す
る
人
は
毎
年
後
を
絶

た
な
い
。
ト
ヨ
タ
内
で
も
ト
ヨ

タ
労
組
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
と
い
う
声
も
あ
が
っ

て
い
る
。
全
国
の
労
働
者
と
の

連
帯
を
強
め
て
い
き
た
い
」
と

発
言
さ
れ
ま
し
た
。
大
企
業
ト

ヨ
タ
の
責
任
が
い
か
に
大
き
な

も
の
で
あ
り
、
社
会
的
責
任
を

果
た
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
な
り
ま
し
た
。

トト
ヨヨ
タタ
総総
行行
動動
にに

全全
国国
かか
らら
��
��
��
��
人人

２月１０日のトヨタシンポも会場いっぱい
１３０人が参加

白
血
病
の

ア
ッ
バ
ー
ス
君
急
死
�

２
月
６
日
、
白
血
病
の
イ
ラ

ク
人
少
年
ア
ッ
バ
ー
ス
君
（
６

歳
）
が
イ
ラ
ク
で
急
死
し
ま
し

た
。
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
浴
び
た

兵
士
を
父
に
持
ち
、
高
度
放
射

能
汚
染
地
域
で
あ
る
バ
ス
ラ
で

生
ま
れ
育
っ
た
、
典
型
的
な
ウ

ラ
ン
弾
禍
の
子
ど
も
で
し
た
の

で
、
私
ど
も
も
何
と
か
救
命
し

た
い
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
残
念
な
結
果
に
な
り
ま
し

た
。現

地
主
治
医
の
フ
サ
ー
ム
医

師
に
よ
る
と
、
死
亡
時
の
状
況

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

ア
ッ
バ
ー
ス
は
帰
国
以
来

ず
っ
と
元
気
に
し
て
い
た
死
の

前
日
の
２
月
５
日
も
、
日
中
は

い
つ
も
の
よ
う
に
兄
弟
た
ち
と

元
気
よ
く
遊
ん
で
い
た
。
そ
の

夜
高
熱
を
出
し
、
未
明
に
は
け

い
れ
ん
も
始
ま
っ
た
た
め
、
病

院
に
搬
送
さ
れ
た
。
し
か
し
、

来
院
時
に
す
で
に
意
識
は
な

く
、
呼
吸
に
も
ノ
イ
ズ
が
発
生

し
て
い
て
手
の
打
ち
よ
う
が
な

く
、
午
前
１０
時
に
そ
の
ま
ま
息

を
引
き
取
っ
た
。
死
因
は
、
感

染
性
の
髄
膜
炎
を
疑
う
が
、
あ

ま
り
に
短
時
間
の
容
態
急
変

で
、
断
定
で
き
な
い
。

日
本
全
国
か
ら
の
ご
支
援

で
、
小
児
白
血
病
の
分
野
で
は

世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
さ
れ

る
名
古
屋
大
学
病
院
で
治
療
で

き
、
経
過
良
好
で
帰
国
し
た
彼

を
も
、
結
局
救
命
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
ス
ラ

で
は
、
発
病
後
ア
ッ
バ
ー
ス
君

の
よ
う
に
長
く（
と
言
っ
て
も
、

わ
ず
か
１
年
９
ヶ
月
間
で
す

が
）
生
き
ら
れ
て
い
る
子
ど
も

は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
、「
ま
だ
生

き
て
い
る
」と
、激
増
す
る
白
血

病
の
子
ど
も
た
ち
の
希
望
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
併
せ

考
え
る
と
、
無
念
で
無
念
で
、

言
葉
が
出
ま
せ
ん
。

ア
ッ
バ
ー
ス
君
は
、「
イ
ラ

ク
ジ
ン

ダ
カ
ラ

イ
ラ
ク
ニ

カ
エ
ル
ヨ

バ
イ
バ
イ
」
と

日
本
語
で
言
っ
て
帰
国
し
ま
し

た
。
彼
の
後
ろ
に
は
、
何
千
人

も
の
死
に
ゆ
く
「
ア
ッ
バ
ー
ス

た
ち
」が
列
を
な
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、こ
れ
か
ら
も「
ア
ッ

バ
ー
ス
た
ち
」
を
助
け
る
た
め

に
支
援
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

セ
イ
ブ
・
イ
ラ
ク
チ
ル
ド
レ
ン
・

名
古
屋代

表

小
野

万
里
子

組合員を１．５倍に拡大
��������	

������

名
古
屋
港
水
族
館
に
あ
る
自

治
労
連
の
組
合
が
今
元
気
で

す
。
昨
年
４
月
、
ガ
ー
デ
ン
埠

頭
に
あ
る
名
古
屋
港
水
族
館

と
、
ポ
ー
ト
ビ
ル
、
ふ
じ
、
港

湾
会
館
な
ど
を
運
営
す
る
名
古

屋
港
文
化
セ
ン
タ
ー
が
統
合
さ

れ
、「
名
古
屋
み
な
と
振
興
財

団
」
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
、
み
な
と
財

団
職
員
労
働
組
合
（
略
�
み
な

職
労
）
と
改
名
し
、
財
団
統
合

の
昨
年
４
月
か
ら
、
組
合
加
入

者
５
割
増
の
組
織
拡
大
を
達
成

し
て
い
ま
す
。
昨
年
１０
月
に
と

り
く
ん
だ
「
財
団
統
合
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」
で
は
、

統
合
に
対
し
て
事
前
の
準
備
が

非
常
に
拙
速
で
不
十
分

で
あ
り
、
新
財
団
で
働

く
職
員
に
大
き
な
不
安

を
抱
か
せ
た
こ
と
や
、

結
果
と
し
て
業
務
上
の

大
き
な
混
乱
と
職
員
の

負
担
増
を
生
じ
さ
せ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
残
業

時
間
に
大
き
な
ば
ら
つ

き
が
あ
る
こ
と
も
判
明

し
解
決
を
求
め
て
い
ま

す
。
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
も
検
討
段
階
で
す

が
、
雇
用
・
運
営
に
か
か
わ
る

重
要
な
問
題
と
し
て
、
組
合
員

の
要
求
づ
く
り
を
す
す
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
加
納
書
記
長

は
、「
公
共
の
水
族
館
を
ど
う

い
う
役
割
に
す
る
の
か
。
単
に

収
益
を
上
げ
効
率
性
の
み
を
追

求
す
る
の
で
は
な
く
、
水
族
館

の
も
つ
魅
力
を
生
か
し
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
す
。

月
２
回
の
執
行
委
員
会
と
１

回
の
職
場
委
員
会
を
定
例
開
催

し
、
組
合
活
動
を
充
実
さ
せ
な

が
ら
組
合
員
の
団
結
を
強
め
て

い
ま
す
。
安
全
衛
生
委
員
会
も

月
１
回
開
催
を
実
現
さ
せ
、
安

全
に
働
く
環
境
づ
く
り
に
努
力

し
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
発
行

の
組
合
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
「
う
み

ほ
た
る
」
と
タ
イ
ト
ル
も
新
し

く
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

左から小林女性部長、加納書記長、小串委員長、山口副委員長

みみ
なな
とと
財財
団団

職職
員員
労労
働働
組組
合合
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賃
上
げ
、過
労
死
、公
害
被
害
の

責
任
を
追
求
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単
組
定
期
大
会
＆

（２）自治体 あいちの仲間２００５年２月２５日 第８９４号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

「
栄
養
不
足

な
の
か
、貧
血

で
倒
れ
ま
し

た
」と
語
る
の

は
名
古
屋
市
職

労
の
書
記
の
伊

藤
千
恵
さ
ん
。

愛
労
連
全
体

で
３０
人
を
超
え

る
体
験
者
が
挑

戦
中
で
す
。
自

治
労
連
は
１７
人

が
と
り
く
ん
で

い
ま
す
が
、
今

年
初
め
て
の
最
賃
生
活
体
験
の

伊
藤
さ
ん
は
９
日
、
つ
い
に
体

調
を
崩
し
て
倒
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

「
毎
食
お
に
ぎ
り
の
日
が
数

日
続
き
、
食
べ
る
こ
と
が
義
務

的
で
お
い
し
さ
を
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
」。
と
話
し
ま
す
。
こ

の
２
月
に
２２
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、
お
祝
い
に
も
ら
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
大
き
な
励
ま
し
と
な

り
ま
し
た
。

毎
日
の
記
録
を
見
せ
て
も
ら

う
と
、
朝
昼
夜
と
も
お
に
ぎ
り

の
食
事
が
続
い
た
り
、
炭
水
化

物
の
摂
り
す
ぎ
が
目
立
ち
ま

す
。「
今
は
早
く
終
わ
る
こ
と

を
願
い
な
が
ら
、
髪
を
カ
ッ
ト

し
た
い
と
い
つ
も
思
い
な
が
ら

仕
事
に
打
ち
込
ん
で
？
い
る
毎

日
で
す
。
体
験
者
の
み
な
さ
ん

最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う

ね
」。
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

【
愛
知
の
最
賃
生
活
は
時
間
単

価
６
８
３
円
。
実
際
に
使
え
る

金
額
は
１
カ
月
で
７
８
、
８
８

０
円
だ
け
で
挑
戦
中
で
す
。】

３
月
５
日
は
２４
節
気
の
一

つ
、「
啓
蟄（
け
い
ち
つ
）」。

土
や
枯
れ
葉
の
な
か
で
冬
ご

も
り
し
て
い
た
虫
た
ち
が
、

春
の
予
感
に
誘
わ
れ
て
地
上

に
出
て
く
る
時
期
で
す
。
日

本
列
島
は
一
部
を
除
い
て
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
は
続
き
ま

す
が
、
吹
く
風
邪
が
ど
こ
と

な
く
暖
か
く
な
っ
て
く
る
の

を
感
じ
る
こ
ろ
で
す
。
こ
の

時
期
に
引
く
風
邪
は
「
風
邪

（
ふ
う
じ
ゃ
）」
に
よ
る
こ

と
が
多
く
、「
寒
邪
（
か
ん

じ
ゃ
）」
に
よ
る
真
冬
の
風

邪
と
違
っ
て
、
一
般
に
は
重

症
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
皮
膚
な
ど
身
体
の

表
面
が
風
に
よ
っ
て
傷
つ
く

こ
と
で
起
き
る
病
気
だ
か
ら

で
す
。
特
徴
的
な
症
状
は
頭

痛
、
発
汗
、
悪
寒
、
鼻
風
邪

な
ど
。
で
も
放
っ
て
お
く
と

長
引
い
た
り
、
重
症
に
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
早
め
に

手
当
て
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。春

の
風
邪
を
引
い
た
時
に

は
、「
太
淵
（
た
い
え
ん
）」

と
「
孔
最
（
こ
う
さ
い
）」

を
指
圧
し
た
り
、
お
き
ゅ
う

で
刺
激
し
て
下
さ
い
。

「
太
淵
」
は
う
で
の
内
側

の
、
手
を
広
げ
た
親
指
の
根

元
に
あ
り
ま
す
。
押
す
と
く

ぼ
み
が
で
き
ま
す
。
鼻
炎
や

花
粉
症
、
低
血
圧
な
ど
に
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。「
孔
最
」

は
ひ
じ
の
内
側
の
横
じ
わ
か

ら
、
手
の
指
を
手
首
よ
り
に

五
本
当
て
た
と
こ
ろ
で
す
。

肩
こ
り
や
頭
痛
の
時
に
も
使

え
ま
す
。

刺
激
す
る
方
法
は
、
親
指

で
ツ
ボ
を
四
秒
間
押
し
て
は

離
す
、
ま
た
四
秒
押
し
て
は

離
す
と
い
う
動
作
を
繰
り
返

し
て
く
だ
さ
い
。
押
す
力
は

軽
い
痛
み
を
感
じ
る
程
度
で

す
。
し
ば
ら
く
繰
り
返
し
て

い
る
と
、
痛
み
は
や
わ
ら
ぎ

ま
す
。
き
び
し
い
寒
さ
か
ら

解
放
さ
れ
て
、
衣
類
が
薄
く

な
る
時
期
で
す
。「
風
邪（
ふ

う
じ
ゃ
）」
に
注
意
し
て
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

��������	
 最最賃賃体体験験ツボの話

春
先
の
風
邪
に
効
く
ツ
ボ

名
古
屋
市
職
労

伊
藤
千
恵
さ
ん

過酷な
食生活
の実態

イイイラララクククののの実実実相相相ををを
聞聞聞いいいててて、、、恐恐恐ろろろししし
さささととと平平平和和和憲憲憲法法法守守守
るるる決決決意意意ををを

２
月
１３
日
、
愛
知
県
本

部
大
会
議
室
で
東
海
北
信

ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
総
会
・

学
習
交
流
集
会
が
開
催
さ

れ
、
５
県
か
ら
７４
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
愛
知
は
５０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
午

前
中
の
総
会
に
続
い
て
午

後
は
４
つ
の
分
散
会
で
春

闘
の
取
り
組
み
や
活
動
交

流
を
し
ま
し
た
。
他
都
市

の
い
ろ
い

ろ
な
職
場

で
頑
張
っ

て
い
る
人

た
ち
の
声

が
聞
け
、

励
ま
し
に
な
っ
た
な
ど
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
４

日
前
に
ヨ
ル
ダ
ン
か
ら
戻
っ
た

元
吹
田
職
員
の
西
谷
文
和
さ
ん

が
「
イ
ラ
ク
か
ら
見
た
実
相
」

を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
劣
化
ウ
ラ
ン
弾

で
体
内
被
曝
を
し
た
子
ど
も
た

ち
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
不
発

弾
で
足
や
手
を
な
く
し
た
子
ど

も
た
ち
の
衝
撃
的
な
映
像
や
が

れ
き
の
山
と
化
し
た
街
の
姿
な

ど
が
次
々
と
映
し
出
さ
れ
ま
し

た
。
戦
争
に
な
れ
ば
兵
士
の
何

十
倍
、
何
百
倍
の
市
民
や
子
ど

も
た
ち
が
、
被
害
者
に
な
る
恐

ろ
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
日
本
で
は
真
実
が

報
道
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
さ
れ
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ひ

ろ
げ
、憲
法
９
条
を
守
り
、自
衛

隊
撤
退
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

８
９
１
号
の
答
え
は
「
ワ
ラ

ウ
カ
ド
ニ
ハ
�
フ
ク
キ
タ
ル
」

で
し
た
。
１
０
４
名
の
応
募
が

あ
り
、
１
０
２
名
が
正
解
で
し

た
。
以
下
の
方
に
図
書
券
を
送

り
ま
す
。

笠
原
あ
い
子（
岩
倉
市
職
）

櫻
井

友
康（
名
古
屋
市
職
労
）

有
竹

久
恵（
名
古
屋
市
職
労
）

水
谷

章
一（
名
古
屋
市
職
労
）

伊
藤
美
知
子（
名
古
屋
市
職
労
）

原

史
江（
名
古
屋
市
職
労
）

小
山
公
己
江（
名
水
労
）

小
出

雅
子（
学
事
労
）

石
原

明
美（
蟹
江
町
職
労
）

山
下

勝
次（
春
日
井
市
職
労
）

北
村

里
美（
瀬
戸
市
職
労
）

八
木

里
美（
瀬
戸
市
職
労
）

手
塚

弘
美（
豊
川
市
職
労
）

杉
浦

美
香（
安
城
ヘ
ル
パ
ー
分
会
）

鈴
木

金
広（
西
尾
市
職
）

斎
藤

典
子（
西
尾
市
職
）

三
浦
ち
え
子（
蒲
郡
市
職
）

佐
藤

智
子（
豊
橋
市
職
労
）

犬
塚

隆
三（
豊
橋
市
職
労
）

山
崎

深
雪（
幸
田
町
職
労
）

◆
今
年
は
万
博
の
影
響
で
、
人

事
異
動
の
内
示
が
２
月
中
旬
頃

ら
し
い
で
す
。
今
年
も
ド
キ
ド

キ
す
る
時
期
が
や
っ
て
き
て
し

ま
い
ま
し
た
（
堀
田
博
嗣
・
瀬

戸
市
職
労
）
◆
こ
の
数
年
、
学

校
予
算
が
毎
年
削
減
さ
れ
日
常

作
業
で
必
要
な
も
の
（
事
務
消

耗
品
な
ど
も
）
ま
で
補
充
さ
れ

な
い
。
…
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ

通
い
が
大
流
行
。
本
当
に
異
常

な
こ
と
が
日
常
化
？
し
て
い
ま

す
。
貧
し
い
…
ど
こ
が
環
境
万

博
な
の
！
（
杉
本
栄
・
名
古
屋

市
職
労
）
◆
私
た
ち
職
場
で
は

黒
酢
を
飲
ん
で
、
高
血
圧
、
冷

え
性
予
防
。
体
操
、
ヨ
ガ
に
通

い
体
力
つ
く
り
。
山
に
登
り
、

ス
ト
レ
ス
解
消
み
ん
な
頑
張
っ

て
い
ま
す
（
国
松
信
子
・
豊
橋

市
職
労
）
◆
す
ご
い
雪
が
降
っ

て
、
新
潟
も
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
の
義
捐

金
も
大
切
で
す
が
、
事
故
や
事

件
を
風
化
さ
せ
な
い
事
が
大
事

で
す
よ
ね
（
丹
羽
恵
美
・
春
日

井
市
職
労
）

分散会で各県の活動を交流
ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

西谷文和さん

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
の
方
に
図

書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
３
月
３１
日
必
着
。
は
が

き
に
か
な
ら
ず
近
況
・
職
場

で
の
話
題
、
今
号
の
「
あ
い

ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を
書

い
て
下
さ
い
。

東
栄
町
職
労
（
１
月
２８
日
）

執
行
委
員
長

田
中

啓
子

副
委
員
長

清
水

哲
也

書
記
長

伊
藤
た
づ
乃

蟹
江
町
職
労
（
２
月
９
日
）

執
行
委
員
長

立
松

和
二

書
記
長

宮
波

峰
子

会
計

奥
村
佐
代
子

新
役
員
紹
介

鍼
灸
師

伊
藤
直
子


